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女優・松井須磨子と女性の地位向上





























































































































































































































































（https : //ja.wikipedia.org/wiki/ファイル：Aubrey_Beardsley_―_The_Dancer%27 s_Reward.jpg）
踊りの褒美（ヨカナーンの生首）を見つめるサロメ
―３５―
（岩町、３５ページ）
岡田八千代（１８８３―１９６２）は小山内薫の実の妹で作家、長谷川時雨（１８７９―１９４１）も同じく女流作
家として活躍した。
抱月はトルストイの『復活』を舞台化するにあたって、大衆エンタテインメント路線に徹して
脚色した。抱月の『復活』劇にあっては、娼婦として働いていた過去をもつカチューシャは、ネ
フリュードフ公爵を愛するがゆえに、彼のプロポーズを断り、身を引くのだ。抱月脚色になる『復
活』劇のフィナーレを見てみたい。抱月の脚本の中でマスロワとあるのはカチューシャのことだ。
ネフリュドフ シモンソン君がおまえといっしょになりたいというのだ。（言って思いに沈
む、しばらく間を置いて）おまえが承知さえすればいいのだから、それには真っ先に私とお
まえの関係をはっきりさせてくれというのだ。
マスロワ あなたと私の関係といいますと？
ネフリュドフ 私はこれまでも言ったとおり、おまえの体を救ったうえでおまえと結婚しよ
うと思っていた。そしておまえも一時はあんなにして怒ったが、しかしだんだん私の心持ち
を解してくれて、二人の結婚ということがまったくの空想でもないように見えてきた。そこ
へシモンソン君が入って来たのだから、おまえは今、私とシモンソン君と、二人に一人を選
ばなくちゃならない地位に立っている。つまり私と結婚してくれるかくれないかという問題
を決めればいいのだ。お前はどういう気でいるか？シモンソン君とも親しくしているようだ
から、どうかほんとうの決心を聞かしてくれ。
マスロワ （途方にくれた様子でしばらく黙っていて）私の決心て、それはもうとくに決ま
っているじゃありませんか？
ネフリュドフ どう決まっているのだ？
マスロワ 私のようなものが、今さら人の妻になれっこはありません。私は一生一人で暮ら
します。
ネフリュドフ カチューシャ、それはおまえの心得違いだ。なんでおまえが人の妻になれな
い訳があろう。
マスロワ いいえ、こんな体で結婚するのは、その人の顔をつぶすようなものです。愛して
いる人の顔をつぶしてすむものじゃありません。
＜…＞
ネフリュドフ ＜…＞では、これで永いお別れになるのだね？
（両手をとる）
マスロワ ええ、永いお別れに。
ネフリュドフ そしてここで、わたしの義務も、おまえの愛も、いっしょに終わってしまっ
たのだ。さようなら、カチューシャ（両手をとったまま、じっと見る）
マスロワ （突然男の胸にすがり）ああ！私、このままじゃ別れられません、このままじゃ
別れられません。どうして私の愛がこのまま消えてしまいましょう？わたしはまだあなたを
愛しています、あなたを愛しています。愛していればこそ、あなたと結婚することをお断り
したのです。
（『復活』新潮社版（島村龍太郎脚色、大正３年・１９１４年３月１８日、新潮社）、１７４～７９ペー
ジ）
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かつて娼婦だった過去をもつ女性が、愛する男性の将来を考え、その男性を愛するがゆえに身を
引く……というお涙頂戴劇に最適なストーリー展開だ。もちろん、抱月がトルストイの原作をそ
のようなメロドラマ・ラインに沿って換骨奪胎したのだ。藝術座の『復活』を初めとする大衆エ
ンタテインメント路線の演目は、大いに受け、日本じゅうを席巻した。だが、『復活』のこの場
けが
面にほの見えるのは、風俗業にいそしむ女性を汚れてでもいるかのように断じ、彼女たちに自ら
をやましいと感じざるを得なくさせる、男性社会視点に立った「世間体」意識、道徳意識だ。風
俗業が存在しているのは、それを利用している男性が後を絶たないからこそだ。この「世間体」
意識や既存道徳意識には、「男尊女卑」感情が見え隠れしていて、女性を軽んじ、女性の尊厳を
踏みにじっている。つけ加えるなら、風俗業に対する露骨な職業差別意識（謂れのない差別）も
容易に見てとることができる。
岩町功は、藝術座の『復活』に接した市井の女性の話しを紹介している。彼女は、須磨子演じ
るカチューシャの姿に自らの運命を重ね合わせて、愛する人との結婚をあきらめて、親の推す婚
約相手と結婚することを受け入れたというのだ。愛するがゆえにネフリュードフと結ばれること
をあきらめたカチューシャに涙を降り注いで、そこに自らのなすべきことの投影を見いだしたの
だろう。
これは、山陰の片田舎の一女性のみの体験ではなかったはずだ。藝術座の巡業した各地で、
人間としての生き方を求めて苦悩する青年たちが『復活』を通して「人生」や「人間存在」
に思いを致したにちがいない。彼らの存在が４年間に４４４回という驚異的な『復活』上演を
可能にする原動力ではなかったか。
（岩町、５９９ページ）
岩町の指摘する通り、岩町が紹介している女性は氷山のほんの一角にすぎないだろう。それまで
疑いをさしはさむこともなく、甘んじて受け容れてきた既存の常識・道徳意識を、また自己の意
識そのものを大きく揺さぶられた女性は、日本じゅうに存在していたはずだ。彼女たちは、舞台
での須磨子の姿に接し、自己を取り巻く四囲環境に新たな視線を向けざるを得なかったろう。ま
た、それのみならず、自己の意識とも正面から向き合って、その再点検をせざるを得なかったの
ではなかろうか。須磨子の存在は、外の世界への異議申し立てもさりながら、自己の内面への厳
しいチェックをも促したことだろう。彼女たちは自己の意識の改革へと踏み出さざるを得なかっ
たろう。
演劇プロデューサーとしての抱月の腕前
須磨子は、たしかに、素晴らしい女優だったろうが、その須磨子が現実にあれほど「受ける」、
「人気のある」女優であり続けたのは、名伯楽・抱月がいたからこそだ。須磨子の役が、主役を
演じる須磨子が観客に受けるように演目を選び、時として自ら脚本を書いたのは抱月自身だった。
須磨子の女優としての才能がどれほどのものだったのかは、その演技の舞台ライヴ画像も、ラ
イヴ映像も残っていないので、実は、ほんとうのところ、よく分からない。素晴らしいと言って
褒めちぎる人もいれば、女優とはおこがましいと言って非難する人もいる。毀誉褒貶相半ばして
いるといったところだろうか。毀誉褒貶とは言え、須磨子の演技を非難する人も、須磨子に関心
を寄せているからこそ非難するわけで、彼女への関心はもっているわけだ。評価の高低に関わり
なく、関心はもたれているわけで、高い関心をもたれていることは、パフォーマーとして成功し
―３７―
ていたと言っていいだろう。
抱月あってこその自分なのだ、という意識は、須磨子自身ももっていたのではなかろうか。い
や、須磨子こそが最もそのことを感じていたのではなかったろうか。プロデューサーとしての抱
月をだれよりも評価し、尊重していたのは、須磨子だったかもしれない。
抱月が逝去してしまった後の須磨子の迷走ぶりは、傍目には、新たな恋人を探し回っているか
のように映ったかもしれない。が、実は、抱月という、自分を最大限に生かし切ってくれる不世
出のプロデューサーを突如失ってしまい、彼に代わるプロデューサーを探し求めての東奔西走だ
ったようにも見える。真実はいずれなのか判然としないのだが、抱月亡き後、２か月間の迷走の
末、須磨子が自らの命を絶ったという事実が彼女の絶望の深さを物語っているように思える。
須磨子の最期
１９１９年（大正８年）１月５日の朝、松井須磨子は自ら縊れ死んだ姿を発見される。生前あれこ
れ言い立てられもし、また、それに見合うだけの傲慢なところも多々あった彼女だった。異常な
熱気と印象を日本中に振りまき続けた大女優・松井須磨子は死んだのだ。須磨子の死に顔を、藝
術座の演出家として劇団と苦楽をともにしていた中村吉蔵（１８７７―１９４１）は次のように述べてい
る：
白布を取り除けたのを正面に見てさらに驚いた。その死に顔のなんという美しさぞ！少しも
邪気のない、清浄な、落ち着いた、安心しきったような、小さい菩薩とでも言いたいほどの
美しい死に顔であった。こんな美しい死に顔を自分はまだ見たことがなかった。おそらく今
後もそうであろう。須磨子はやはり小児のようなうぶな魂をもっていたのだ。
（中村吉蔵、「芸術座の頃」、大正１３年４月、『女性』）
須磨子とのつき合いの長かった中村吉蔵の抱いた印象が女優須磨子の実像に近かったのではなか
ろうか。
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